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論文内容の要旨
古代の我が国における圏内鉄製錬の開始は6t世紀後半と考えられている。本研究の目的は、 PIXEで製鉄
炉遺跡から製錬1fIを選別し、 TL年代測定法でその年代会測kとすることによって、圏内鉄製錬の開始年代を
科学的に解明することである。
鉄関連遺跡の炉には、原料から鉄を作る製錬炉と鉄の加工を行なう鍛冶炉がある。製錬炉の選別は、製
錬炉の津に含まれるTi.Vのドcに対する濃度比で行なう。本研究では、微小試料の高感度JC素分析ができ
るPIXE分析法で濃度比を測定した。パックグラウンドを抑えるために、試料マウント法を簿膜からカーボ
ンファイパーに改良した。調IJ定の結果、鉄関連樺を、砂鉄を製錬した砂鉄・製錬淳、鉄鉱石を製錬した鉄
鉱石・製錬禅、各々の原料の鍛冶津に識別することができた。
製錬炉の年代を測定するために、炉壁中の石英の熱ルミネッセンス (TL)強度から総吸収線量をもとめ
た。そして炉壁からの 7線スペクトル分布から、年間線量を求め、年代を決定した。
古代たたら炉の再現実験から、製錬棒と般冶津の識別に必要なTi.VのFcに対する濃度比の基礎データ
として、製錬津に対しTilFe>10-3， V /Fe> 5 X 10-4を得た。再現炉壁の焼成温度のデータから、 TL年代
測定に巌適な温度は500--S000Cであった。
津のPIXE分析という新しい津の分析手法と、最適焼成試料のTL年代測定法を、久米南町遺跡山土の津
と炉壁について適用した結果は、考占学的に認められている11世紀代の年代に・致した。次に、考凸ー学的
に6世紀後半よりも古い可能性がある製錬遺跡に適用した結果、小丸、源内峠、干引は、各々、 6t世紀初
頭、 4世紀後半、 4世紀前半で、 6世紀後半よりも占いことが判明し、我が国の製錬開始年代について新
しい知見を得た。
論文審査の結果の要旨
わが国における国内鉄製錬の開始は、 6世紀後半と考えられている。本論文では、製鉄炉遺跡からPIXE
分析法で製錬炉を選別し、 TL年代測定法でその年代を決定し、同内鉄製錬の開始年代を科学的に解明して
いる。
鉄関連遺跡の炉には、原料から鉄を作る製錬炉と鉄を加丁ーする鍛冶炉がある。製錬炉のj撃に含まれるTi.
VのFcIこ対する濃度-比は鍛冶炉の搾より高いことから、製錬炉を識別している。高感度元素分析が可能な
PIXE分析法に改良を加えてこれらの濃度比を測定し、古代たたら炉の再現実験で得られたデータ (TiiFe
>1 x10 3. V/Fe> 5 xJOつと比較することにより、製錬炉を選別する方法をはじめて雌立している。
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製錬炉の年代を測定するために、まず炉壁中の石英の熱ルミネッセンス (TL)強度から β線などの放射
能による総吸収線量(パレオドース)を測定する。次に、包含層や炉壁からの放射能を γ線スベクト Jレ分
布から算出する新しい方法で年間線量を求める、そして年代を決定している。また、再現炉壁の焼成温度
測定から、 TL強度測定に最適な温度は500~800"Cであることを示した。
この新しく開発した津のPIXE分析法と、最適焼成試料のTL年代測定法を考ー占学的に11世紀代の製錬遺
跡と認められている久米南町遺跡出土の津と炉壁に適用した結果、製錬棒、年代1120.:t60と一致した結果
を得た。
次に、考古学的に6世紀後半より古い可能性がある製鉄遺跡にこの方法を適用した結果、小丸、源内峠、
千引は、各々、 6世紀初頭、 4世紀後半、 4世紀前半で、いずれも 6世紀後半より古いことを示した。
以よのように、本論文は、わが国の製鉄関係の遺跡の津の元素分析に新たにPIXE分析法を導入して製錬
炉を選別し、最適焼成試料のTL強度で年代測定することによって、圏内鉄製錬の開始年代が6世紀後半以
前とする新しい知見を与えており、わが国の製鉄起源の研究に大きく寄与するものと考えられる。よって、
博土(理学)の学位を授守するに値するものと審査したの
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